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『『セネガル共和国沿岸地域植林計画セネガル共和国沿岸地域植林計画』』

Project de  Project de  reboisementreboisement de la zone du littoralde la zone du littoral

㈱富士グリーンテック

まずこの写真を見ていただきたいのですが、これは日本の北海道地方にある道まずこの写真を見ていただきたいのですが、これは日本の北海道地方にある道
路を雪から防ぐための防雪林の写真です。左側の樹高の高い木が、雪から道路路を雪から防ぐための防雪林の写真です。左側の樹高の高い木が、雪から道路
を守っています。を守っています。
このように、私たちが生活をしていく上で、道路などのインフラと植栽は、景このように、私たちが生活をしていく上で、道路などのインフラと植栽は、景
観的及び機能的に密接な関係があります。観的及び機能的に密接な関係があります。

村の道村の道

例えば都市部の道路では緑の景観の創出による癒しの効果や、防音や遮蔽と例えば都市部の道路では緑の景観の創出による癒しの効果や、防音や遮蔽と
いった機能を有したり、先ほど述べました、寒冷地での防雪対策や、いった機能を有したり、先ほど述べました、寒冷地での防雪対策や、風の強い風の強い
地域での防風、防塵機能など、地域によって期待される植栽効果も様々です。地域での防風、防塵機能など、地域によって期待される植栽効果も様々です。
さらに用いられる木の種類や植栽方法などは、当然地域ごとに異なります。さらに用いられる木の種類や植栽方法などは、当然地域ごとに異なります。
今日は弊社が今日は弊社が20012001年から年から20062006年にかけて携わったセネガル共和国での植林プロ年にかけて携わったセネガル共和国での植林プロ
ジェクトを通して培った半乾燥地域における植林技術を皆様にご紹介したいとジェクトを通して培った半乾燥地域における植林技術を皆様にご紹介したいと
思います。思います。

プロジェクトの概要プロジェクトの概要

名名 称：称： セネガル共和国沿岸地域植林計画セネガル共和国沿岸地域植林計画

約約 因：因： 20012001年年77月月22日に署名された交換公文にもとづいた無償資金協力日に署名された交換公文にもとづいた無償資金協力

発発 注注 者：者： セネガル共和国環境自然保護省水森林狩猟土壌保全局セネガル共和国環境自然保護省水森林狩猟土壌保全局

設計・監理：設計・監理： 社団法人社団法人 日本森林技術協会（日本森林技術協会（JAFTA)JAFTA)
施施 工：工： 北野建設・富士グリーンテック共同企業体北野建設・富士グリーンテック共同企業体

工工 期：期： 20012001年年1111月月11日～日～20062006年年33月月1515日日

これはプロジェクトの概要ですが、2001年7月2日に署名された交換公文にもと
づいた無償資金協力によってセネガル共和国より発注のあった工事です。

セネガル共和国はアフリカ大陸の西端に位置しており、国土の大部分が熱帯半
乾燥気候でありますが、北部に至っては近年特に乾燥化が進んでいて、年々そ
の乾燥地域は南に拡大しています。

このプロジェクトの舞台となる北西部の沿岸地域は雨季と乾季のある半乾燥地
域で、沿岸砂丘や内陸砂丘が連なっており、その砂丘の間に「ニャイ」と呼ば
れる窪地群が分布しています。
この「ニャイ」は肥沃な土壌と良好な水利条件に恵まれていて、地理的にも
ダカールに近いことから、国内の野菜生産量の80％を担う重要な野菜栽培地域
になっています。



2

これはニャイを近くで取った写真ですが、起伏が大きい窪地状の地形をしてい
ることがわかります。

しかしながらこの地域では降水量の減少や、新たな農地開発などにより周囲の
自然環境が変化して、植生が破壊された内陸砂丘と沿岸砂丘が、海からの強い
風によって1年に5～12mのスピードで農地側に移動を続け、飛砂による被害が
深刻化していました。
そこで、この被害を抑えるために取られた方法が砂丘への植林です。植林を行
うことにより、成長した木が風を弱めて飛砂を抑制し、砂丘の移動を止めるこ
とができます。

当時この地域には移動砂丘による荒廃地が15000ha存在し、野菜栽培地の保護
を目的とする緊急な対策が必要とされていました。
今回のプロジェクトではセネガル共和国より要請のあった16の移動砂丘
（2037ha）の内、図の赤い印の5つの砂丘に植林を行いました。

砂丘の規模砂丘の規模

砂丘番号砂丘番号 砂丘名砂丘名 植栽面積（植栽面積（ha)ha)
№12№12 NyalorNyalor 303.40303.40
№13№13 FassFass BoyeBoye--1        367.361        367.36
№14№14 FassFass BoyeBoye--2            7.642            7.64
№15№15 KhondioKhondio 2.562.56
№16№16 DieuleuckDieuleuck 16.4416.44
合計合計 697.40697.40

これは今回植林の対象となった砂丘の面積ですが、全部で約697haに及びます。
このうちNo.12とNo.13の2つの砂丘がこの中でも大な割合を占めています。

次に植林の本数ですが、雨季という限られた時間の中での作業のため、1回の雨季の
期間中に約４７万本。３回の雨季で合計約１４０万本の植林を実施しました。

モクマオウモクマオウ

今回の植林で使用した樹種はモクマオウとユーカリです。これは過去の植林プ今回の植林で使用した樹種はモクマオウとユーカリです。これは過去の植林プ
ロジェクトの実績を十分踏まえたうえで選定されました。ロジェクトの実績を十分踏まえたうえで選定されました。
モクマオウはオーストラリア原産の常緑針葉樹で、亜熱帯から暖帯地域に生息モクマオウはオーストラリア原産の常緑針葉樹で、亜熱帯から暖帯地域に生息
し、砂質土壌を好み、耐乾性、耐塩基性があり、潮風に強く成長も速いというし、砂質土壌を好み、耐乾性、耐塩基性があり、潮風に強く成長も速いという
特性があります。特性があります。
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これはユーカリの写真ですが、ユーカリも砂質土壌を好み、成長が速いというこれはユーカリの写真ですが、ユーカリも砂質土壌を好み、成長が速いという
特性があります。また耐乾性が強く多くの乾燥地で植林されているようです。特性があります。また耐乾性が強く多くの乾燥地で植林されているようです。
現地でも写真のように道路の脇に多く植えられたり、民家の防風林や燃料と現地でも写真のように道路の脇に多く植えられたり、民家の防風林や燃料と
いった生活に役立つ木として利用されています。いった生活に役立つ木として利用されています。
モクマオウとユーカリのモクマオウとユーカリの22種類を植林するのは、森林としての単純構造を避け種類を植林するのは、森林としての単純構造を避け
て、病気や害虫に対する森林の抵抗力を高めることを目的としています。て、病気や害虫に対する森林の抵抗力を高めることを目的としています。

育苗作業育苗作業
 苗畑施設の整備苗畑施設の整備

 種まき種まき

 育苗育苗

（間引き、根粒菌の接種、除草、潅水など）（間引き、根粒菌の接種、除草、潅水など）

 検査検査

 ケース詰、出荷ケース詰、出荷

 土土づくり、現地種子の採取づくり、現地種子の採取

次に具体的な植林計画の進め方ですが、植林作業には大きく分けて苗畑での育苗作業と、次に具体的な植林計画の進め方ですが、植林作業には大きく分けて苗畑での育苗作業と、
砂丘での植林作業の砂丘での植林作業の22つにつに分類できます。分類できます。
まず育苗作業の流れですが、苗畑施設の整備から始まり、土づくり・種子の採取、種ままず育苗作業の流れですが、苗畑施設の整備から始まり、土づくり・種子の採取、種ま
き、育苗、出荷前の検査、ケース詰という作業を経て砂丘に苗木を供給します。き、育苗、出荷前の検査、ケース詰という作業を経て砂丘に苗木を供給します。

苗畑施設は苗畑施設は20012001からから20022002年にかけて計画に必要な様々な施設が建設されました。年にかけて計画に必要な様々な施設が建設されました。
主な施設は、打合せを行う事務所、職員の宿舎、ストックヤード、育苗ヤード、主な施設は、打合せを行う事務所、職員の宿舎、ストックヤード、育苗ヤード、
井戸、ポンプ、水槽などです。井戸、ポンプ、水槽などです。

ポット土つめポット土つめ

毎年毎年11月ころから苗木の土づくりが始められます。土は現地の砂と肥料等を月ころから苗木の土づくりが始められます。土は現地の砂と肥料等を
混合したものを使用してポットに詰めていきます。混合したものを使用してポットに詰めていきます。

種まき種まき

種は現地で採取されたものを使用し、毎年種は現地で採取されたものを使用し、毎年44月にモクマオウ、月にモクマオウ、55月にユーカリの月にユーカリの
種をポットに巻いてゆきます。種をポットに巻いてゆきます。

潅水潅水

こうして潅水、間引き、除草などを行いながらこうして潅水、間引き、除草などを行いながら77月下旬まで育苗作業を続けて月下旬まで育苗作業を続けて
いきます。いきます。
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根粒菌の接種（モクマオウ）根粒菌の接種（モクマオウ）

 根粒菌根粒菌

砂丘の環境に合わせた苗を育てるのにあたって、いくつか特殊な技術を実施し砂丘の環境に合わせた苗を育てるのにあたって、いくつか特殊な技術を実施し
ました。ました。
モクマオウの苗木には、根粒菌を接種させるという処理を行います。モクマオウの苗木には、根粒菌を接種させるという処理を行います。
根粒菌とはマメ科やモクマオウ科など特定の植物の根に共生し、空気中の窒素根粒菌とはマメ科やモクマオウ科など特定の植物の根に共生し、空気中の窒素
を固定し、体内に取り入れることにより木の成長を助けるものです。を固定し、体内に取り入れることにより木の成長を助けるものです。

根粒菌は現地の成木から採取して苗木の段階で接種します。根粒菌は現地の成木から採取して苗木の段階で接種します。

根瘤菌確認根瘤菌確認

これは苗木の根粒菌を確認した写真です。小さくコブ状に見えるのがこれは苗木の根粒菌を確認した写真です。小さくコブ状に見えるのが
苗木の根に付いた根粒菌です。苗木の根に付いた根粒菌です。

硬化処理硬化処理

 潅水量を徐々に減らす潅水量を徐々に減らす

もうひとつ、硬化処理という方法を実施しました。もうひとつ、硬化処理という方法を実施しました。
硬化処理とは植林開始の硬化処理とは植林開始の11カ月まえから苗木への潅水量を徐々に減らし、細根カ月まえから苗木への潅水量を徐々に減らし、細根
の成長を促したり、茎の木質化を早めることによって、乾燥に耐える強い苗にの成長を促したり、茎の木質化を早めることによって、乾燥に耐える強い苗に
変化させることが目的です。変化させることが目的です。

これはこれは77月の潅水計画のカレンダーですが、月の潅水計画のカレンダーですが、22重丸が付いているのが潅水の予定日です。重丸が付いているのが潅水の予定日です。
66月の後半から徐々に水を減らして最後には週に１回まで回数を減らしていきます。月の後半から徐々に水を減らして最後には週に１回まで回数を減らしていきます。

こうして苗木の成長度合いを調整しながら育苗を行って、出荷前のこうして苗木の成長度合いを調整しながら育苗を行って、出荷前の77月の後半月の後半
には高さには高さ3030～～50cm50cm、、直径直径3mm3mm程度に成長します。また、出荷の前には検査を行程度に成長します。また、出荷の前には検査を行
い、規格に合格した苗木のみを植林へ向けて提供します。い、規格に合格した苗木のみを植林へ向けて提供します。
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合格した苗木はケースに詰めて運搬します。合格した苗木はケースに詰めて運搬します。
ケースに入れることに運搬中に苗木に傷がつくのを防ぎます。ケースに入れることに運搬中に苗木に傷がつくのを防ぎます。

苗木の運搬苗木の運搬最盛期には一日最盛期には一日12001200ケースほどトラックに積み込みます。ケースほどトラックに積み込みます。

育苗の最後になりますが、この表は実際にどのくらいの苗木が検査に合格したのかを
まとめたものです。
最終的にモクマオウ、ユーカリとも80％以上のものが検査に合格し出荷可能となりまし
た。このようなデータ蓄積することにより、今後のプロジェクトにおいて生産コストの
把握や生産数の計画たてるのに有効ではないかと考えます。

植林作業植林作業

 作業道路の整備作業道路の整備

 防風柵、伏工設置防風柵、伏工設置

 植林箇所への位置出し植林箇所への位置出し

 苗木の運搬、植付苗木の運搬、植付

 補植箇所の調査補植箇所の調査

次に植林作業の手順を紹介します。次に植林作業の手順を紹介します。
植林作業はまず作業道路の整備から始まり、苗木を風から守るための防風柵、植林作業はまず作業道路の整備から始まり、苗木を風から守るための防風柵、
伏工（砂丘の傾斜地を被うネット）の設置、苗木を植える位置出し、前年度植伏工（砂丘の傾斜地を被うネット）の設置、苗木を植える位置出し、前年度植
栽したエリアで枯れてしまった本数の調査、そして苗木の植え付けと作業が進栽したエリアで枯れてしまった本数の調査、そして苗木の植え付けと作業が進
められます。められます。

これが資材を運搬するための作業道です。赤く良く締まる土を敷均してタイヤこれが資材を運搬するための作業道です。赤く良く締まる土を敷均してタイヤ
がスタックするのを防いでいます。がスタックするのを防いでいます。

これは砂丘をアップにした写真ですが、格子状に見えるのが苗木をこれは砂丘をアップにした写真ですが、格子状に見えるのが苗木を
風から守る防風柵です。高さは風から守る防風柵です。高さは1m1mで、一区画はで、一区画は20m20m四方あり、四方あり、8080本本
の苗木が植えられます。の苗木が植えられます。

黒く帯状に見える部分が伏工と呼ばれる部分です。これは黒く帯状に見える部分が伏工と呼ばれる部分です。これは1515％以上の％以上の
傾斜地にネットを布設して、地表面の砂の移動を抑えることを目的に傾斜地にネットを布設して、地表面の砂の移動を抑えることを目的に
設置されます。設置されます。
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次に苗木の植え付け手順ですが、次に苗木の植え付け手順ですが、
まず写真のようなスコップで深まず写真のようなスコップで深
ささ40cm40cm程度に植え穴を掘り、底程度に植え穴を掘り、底
にシロアリ用防虫剤を捲き、砂にシロアリ用防虫剤を捲き、砂
を少し被せます。を少し被せます。

苗木のポットは底の方を苗木のポットは底の方を1cm1cm
程度ナイフでカットして、程度ナイフでカットして、
ポットが引きぬけるようにポットが引きぬけるように
します。します。

ポットを穴に入れ、底の周りの土ポットを穴に入れ、底の周りの土
を削って一度締め固めます。ポッを削って一度締め固めます。ポッ
トを少し引き抜いた後同じ要領でトを少し引き抜いた後同じ要領で
22～～33回に分けてこの作業を繰り返回に分けてこの作業を繰り返
し、ポットを引き抜きます。し、ポットを引き抜きます。

図のように締固めが不十分だと、そこ
から水分が多く蒸発してしまって枯れ
てしまう恐れがあるので、一連の手順
を作業者に良く理解してもらって作業
を行いました。
ネットを張ってある部分も同様の手順
で植付けます。

最後に苗木の蒸散を抑制するために、葉最後に苗木の蒸散を抑制するために、葉
を少し落として、シロアリ防虫剤と一緒を少し落として、シロアリ防虫剤と一緒
に埋めて完了です。に埋めて完了です。
葉も、切り取った根も砂丘では貴重な栄葉も、切り取った根も砂丘では貴重な栄
養源となるので無駄にしないで利用しま養源となるので無駄にしないで利用しま
す。す。

こうして朝こうして朝66時ころから昼の時ころから昼の11時ごろまで、時ごろまで、11日日400400人を雇用して人を雇用して
33週間程度で植林作業を完了させます。週間程度で植林作業を完了させます。

植林作業のポイント植林作業のポイント

 開始日の決定開始日の決定

ここで植林作業のポイントを整理します。ここで植林作業のポイントを整理します。
まず第一に植林開始日の決定です。まず第一に植林開始日の決定です。
これは雨季に入って砂丘が十分湿っていないと植え穴が崩れてこれは雨季に入って砂丘が十分湿っていないと植え穴が崩れて
しまったり、植えても水分がなくて枯れてしまう危険があるので、しまったり、植えても水分がなくて枯れてしまう危険があるので、
雨季の初期に砂丘の様子を毎日観察しつつ、作業開始日を決定する雨季の初期に砂丘の様子を毎日観察しつつ、作業開始日を決定する
ことが重要になります。ことが重要になります。
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植林作業のポイント植林作業のポイント

 作業のスピード作業のスピード

次に作業のスピードです。これも重要な項目です。次に作業のスピードです。これも重要な項目です。
作業が開始されたら、毎日速やかに多くの苗木を植えつけること作業が開始されたら、毎日速やかに多くの苗木を植えつけること
によって、植えられた苗木は砂丘上でその後の雨を多く利用するによって、植えられた苗木は砂丘上でその後の雨を多く利用する
ことができます。ことができます。
毎日植えた本数をチェックしてペースの管理を実施しました。毎日植えた本数をチェックしてペースの管理を実施しました。

植林作業のポイント植林作業のポイント

 チーム作業チーム作業

また、チーム内で穴掘り、植付、薬剤散布、片付けなど役割をまた、チーム内で穴掘り、植付、薬剤散布、片付けなど役割を
決めて作業を行うことにより、女性の参加も可能にし、効率よ決めて作業を行うことにより、女性の参加も可能にし、効率よ
く作業を進めることができます。く作業を進めることができます。

セレモニーセレモニー

このプロジェクトはこのプロジェクトは20052005年の雨季にすべての植林が完了し、年の雨季にすべての植林が完了し、1010月月3131日に日に
日本大使やセネガル共和国の環境大臣などが出席ものと、完成の記念式日本大使やセネガル共和国の環境大臣などが出席ものと、完成の記念式
典が行われ、記念碑も建てられました。典が行われ、記念碑も建てられました。 記念碑記念碑

これが記念碑です。背後に植林３年後の区画が見えますが、このこれが記念碑です。背後に植林３年後の区画が見えますが、この
区画が現在どのような状態になっているかというと、区画が現在どのような状態になっているかというと、

このように立派に成長していることがうかがえます。このように立派に成長していることがうかがえます。
これはこれは20072007年年1212月に撮影したものです。植林月に撮影したものです。植林55年後の場所です。年後の場所です。
手前がユーカリで奥がモクマオウの林になっています。手前がユーカリで奥がモクマオウの林になっています。

これも植林これも植林55年後です。場所により成長の度合いが異りますが、年後です。場所により成長の度合いが異りますが、
全体として順調に成長していることがうかがえます。全体として順調に成長していることがうかがえます。
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第一植林地第一植林地20052005
これはこれは20052005年撮影で、植林年撮影で、植林33年後のモクマオウですが、年後のモクマオウですが、
現在はもっと成長しているものと思われます。現在はもっと成長しているものと思われます。 植林プロジェクトの効果植林プロジェクトの効果

 飛砂の抑制による農地、家屋、井戸、飛砂の抑制による農地、家屋、井戸、
道路の保護道路の保護

 COCO22の固定の固定

 雇用の創出と収入の増加雇用の創出と収入の増加

 落葉、落枝を燃料として使用落葉、落枝を燃料として使用

 技術の習得技術の習得

植林プロジェクトの効果植林プロジェクトの効果

この植林プロジェクトの効果ですが、今回植林した砂丘の移動を抑えることにより、この植林プロジェクトの効果ですが、今回植林した砂丘の移動を抑えることにより、
野菜栽培地や民家、道路が飛砂から保護されると同時に、地球温暖化の原因の一つ野菜栽培地や民家、道路が飛砂から保護されると同時に、地球温暖化の原因の一つ
であるであるCOCO22のの固定が期待できます。固定が期待できます。
さらに、作業従事者のほとんどが地域の住民であるので、雇用の創出や収入増加とさらに、作業従事者のほとんどが地域の住民であるので、雇用の創出や収入増加と
いった側面も無視できず、成長過程で発生した落葉、落枝等は燃料として利用されいった側面も無視できず、成長過程で発生した落葉、落枝等は燃料として利用され
ます。ます。
そして植林の意義と技術を習得することは彼らにとって大きな財産となり、自分をそして植林の意義と技術を習得することは彼らにとって大きな財産となり、自分を
取り巻く環境に対する考え方の変化や、植林を小規模レベルで実践し、効果的に利取り巻く環境に対する考え方の変化や、植林を小規模レベルで実践し、効果的に利
用することが可能になると考えます。用することが可能になると考えます。
この植林プロジェクトによって保護された野菜栽培地の生産量を増大させることにこの植林プロジェクトによって保護された野菜栽培地の生産量を増大させることに
より、地域住民の生活改善を期待するとともに、市場、流通、インフラ整備へと移より、地域住民の生活改善を期待するとともに、市場、流通、インフラ整備へと移
行できれば幸いなことでありますし、実施した植林方法や実績は、様々な地域での行できれば幸いなことでありますし、実施した植林方法や実績は、様々な地域での
道路建設をはじめとするインフラ整備の一環として、防風、防砂などの機能植栽を道路建設をはじめとするインフラ整備の一環として、防風、防砂などの機能植栽を
計画したり実施する際の一助となることを確信しています。計画したり実施する際の一助となることを確信しています。

セネガルのなかまセネガルのなかま
近年人口増加や、資源・エネルギー需要の拡大、地球温暖化の近年人口増加や、資源・エネルギー需要の拡大、地球温暖化の
進行等により、食糧生産の確保や新たな資源開発、それに自然進行等により、食糧生産の確保や新たな資源開発、それに自然
環境の保全といった様々な問題を包括的に対処しなければなら環境の保全といった様々な問題を包括的に対処しなければなら
ない現状の中で、開発と保全を継続して発展させる国と国とのない現状の中で、開発と保全を継続して発展させる国と国との
連携がとても重要な役割を果たす時代となっています。連携がとても重要な役割を果たす時代となっています。

セネガルのなかまセネガルのなかま

セネガルのなかまたちセネガルのなかまたち

今回のプロジェクトで、作業に従事した多くの人が共感できたこと今回のプロジェクトで、作業に従事した多くの人が共感できたこと
は、「砂丘の固定効果」という事業成果以上に、「日本人スタッフは、「砂丘の固定効果」という事業成果以上に、「日本人スタッフ
と現地のスタッフの良き協力体制」であります。すなわち「共存共と現地のスタッフの良き協力体制」であります。すなわち「共存共
栄の精神」です。栄の精神」です。
そして、その結果、日本とセネガル共和国が、「環境諸問題に関しそして、その結果、日本とセネガル共和国が、「環境諸問題に関し
て良きパートナーとしての関係が強められた」と、プロジェクトにて良きパートナーとしての関係が強められた」と、プロジェクトに
携わった者として自負する次第であります。携わった者として自負する次第であります。
最後に、本プロジェクトに携わった日本政府、事業主であるセネガ最後に、本プロジェクトに携わった日本政府、事業主であるセネガ
ル共和国環境自然保護省水森林狩猟土壌保全局、コンサルタントでル共和国環境自然保護省水森林狩猟土壌保全局、コンサルタントで
ある社団法人日本森林技術協会、国際協力事業団、また技術指導をある社団法人日本森林技術協会、国際協力事業団、また技術指導を
賜りました賜りましたNEXCONEXCO様に感謝の意を表すると共に、今後ともお互いの様に感謝の意を表すると共に、今後ともお互いの
国の発展のため、弊社としても微力ながら協力させていただきたい国の発展のため、弊社としても微力ながら協力させていただきたい
所存であります。所存であります。

畑と砂丘畑と砂丘ご静聴ありがとうございましたご静聴ありがとうございました
Thank you for your kind attentionThank you for your kind attention

Greenery Yes,We need moreGreenery Yes,We need more

for amenityfor amenity

株式会社株式会社 富士グリーンテック富士グリーンテック

FUJIFUJI GREENGREEN TECHTECH COCO..LTDLTD..


